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業績予想の修正（連結及び個別）に関するお知らせ 

 

平成 25 年 5 月 10 日付で公表いたしました平成 26 年 3 月期（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31

日）の連結並びに個別の業績予想の修正について下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

・業績予想の修正について 

（１）連結業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

2,930   

百万円

50   

百万円

50   

百万円 

30    

円 銭

2.44 

今回修正予想  （Ｂ） 2,550   △  90 △  70   △  50    △ 4.07 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 380    △ 140    △ 120    △  80    

増 減 率  （％） △ 13.0 ―   ―  ―   

(ご参考)前期 第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期 第 2 四半期） 
2,621   △ 158   △ 174   △ 190    △15.50 

 

平成 26 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

6,150   

百万円

160   

百万円

160   

百万円 

100    

円 銭

8.14 

今回修正予想  （Ｂ） 5,850   30    30   20    1.63 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ）  △ 300    △ 130    △ 130    △  80    

増 減 率  （％）   △  4.9  △ 81.3   △ 81.3   △ 80.0   

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,152   △ 258   △ 234   △ 220    △17.94 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）個別業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期第 2 四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 25 年 9 月 30 日） 

  売 上 高 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

2,925   

百万円

50   

百万円 

30    

円 銭

2.44 

今回修正予想  （Ｂ） 2,545   △  70   △  50    △ 4.07 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 380   △ 120   △  80    

増 減 率  （％）    △ 13.0 ―   ―    

(ご参考)前期 第 2 四半期実績 

（平成 25 年 3 月期 第 2 四半期） 
2,617   △ 176   △ 191    △15.61 

 

平成 26 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

6,140   

百万円

160   

百万円 

100    

円 銭

8.14 

今回修正予想  （Ｂ） 5,840   30     20    1.63 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 300   △ 130   △  80    

増 減 率  （％）    △  4.9 △ 81.3 △ 80.0  

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,145   △ 236   △ 221    △18.01 

 

（３）修正の理由 

 

１．連結業績について 

当期業績予想につきましては、当社を取り巻く経営環境は厳しい情勢が続いており、当社の主力事

業が属する市場の低迷が続き、一部製品の販売は増加基調に転じたものの、主要製品の増販達成

は上期後半及び下期にずれ込む状況になっています。また、利益につきましても、前述売上高の減

少により、当初予想を大幅に下回る見込です。 

これに対し当社は、前述増販計画の加速に加え、合理化投資（品質改善）、並びに更なる経費削

減を鋭意進めておりますが、当初の業績予想を達成することが厳しい見込となったため、今般、平成

25 年 5 月 10 日に公表した平成 26 年 3 月期の連結業績予想を修正することといたしました。 

 

２．個別業績について 

個別業績の修正理由は、連結業績予想と同様であります。 

 

 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在に入手可能な情報に基づき算出したものであり、今後の

国内外の経済情勢や予測不可能な要素等により、実際の業績は現在予測している数値と大幅に

異なる可能性があります。 
 

 

以上 


